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1月20日（日）高槻シティハーフマラソンに、5名

のゲストとスタッフが参加し、完走されました。

皆さん5Kmのコースを寒さを吹き飛ばすような

走りをされ、沿道の応援を受け見事ゴール。

来年も参加したい！とのお声もあり、皆さんい

い笑顔で帰路につかれました。お疲れ様でした。

中型二輪免許

学生時代に車の免許を取った私は、その後に中型二輪の免許を取った。
中型二輪の免許を取った動機は、私自身がバイクが好きなこともあるが、私
以上に弟が大好きだったので、免許を取れば弟を乗せて走れると思ったから
である。

弟はバイクが好きなだけではなく、バイクのメーカー名に興味があるようで、
通り過ぎるバイクに「どこのバイク？」と聞けば「ホンダ！」「カワサキ！」と間
違いなく言い当てる。

昔は(今でも時おり)バイクの本を買ったり、バイク屋に入って取ってきたであ
ろうカタログを持ち帰ってきていた。
免許を取り、アルバイトで貯めたお金でバイクを買うと父に相談した。いや、
相談というより報告のつもりだった(笑)
父の返事はNOだった。それでも、自分が稼いだお金で買うから…と引かな
かった私に、父の声が大きくなった。

「事故を起こして、お前まで障害者になったらどないするんや。乗るんやった
ら箱(車)に乗れ、まだ安全やろう」

私は、返す言葉がなく黙ってしまったが納得はいかなかった。
もし弟が障害者じゃなかったら、バイクに乗ることは許してもらえてたのか？
と、心の中で反発した。私と父は、普段から多くの会話を交わさなかったが、
この後しばらくは全く口をきかなかったのを覚えている(笑)

せっかく免許を取ったのに、弟を乗せて走ろうと思ってたのに、もうすぐ社会
人になるからバイクぐらい自由に乗っていいやんか…父への不満と苛立ちは
表に出すことはなかった。「お前まで障害者になったらどないするんや」と、こ
の言葉には手も足も、いやいや口も出なかった。

以来、私は車と原付しか乗っていない。
中型二輪免許は一度も活かされることのないまま20年以上のペーパードライ
バーである(笑)

2013年5月からのケアホーム「いぶき」の開所に伴い、支援員の募集をしております。
この通信をお読みの方、また、お知り合いの方でケアホーム事業に関わってみたいとおっしゃる方の連絡

をお待ちしております。宜しくお願い致します。

※支援員には特段の資格要件はございません。

昨年末、大阪府立福井高等学校にて知的障害者

移動支援養成研修を行いました。

前穂スタッフが講師を務め、福祉エリアの生徒さ

ん40名が、ガイドヘルパーの資格を取得されました。
今後の活躍に期待しております。


